
 

原料費調整（スライド）制度に基づく 

平成２０年１０月～１２月のガス料金について 

 

平成２０年７月３０日 

北陸ガス株式会社           

 

北陸ガスは、「原料費調整（スライド）制度」に基づいて平成２０年１０月～１２

月検針分に適用される従量料金単価の見直しを行いました。 

その結果、別紙のとおり、平成２０年７月～９月検針分に比べて従量料金単価を

１㎥あたり１.５３円（税込）引上げ（※）させていただくこととなりました。 

 

今回のガス料金の調整は、平成２０年４月～６月のＬＮＧおよびプロパン平均価

格(貿易統計値)により算定された平均原料価格が、前期（平成２０年１月～３月）

との比較で増加したことによるものです。 

 

なお、平成２０年１０月～１２月検針分に適用する料金につきましては、当社の

本社および支社等の店頭での掲示や、検針時に各戸にお届けする「ガス使用量のお

知らせ（検針票）」などで、お客さまにお知らせいたします。 

 

※新潟地区は、熱量変更に伴いまして平成２０年９月５日（金）より現行の「１２

Ａガス（４１.８６０５メガジュール）」から「調整ガス（４２.１メガジュール）」

へ変更させていただきます。これにあわせて、「１２Ａガス」のガス料金表を熱量

換算した「調整ガス」の料金表へ変更させていただきます。したがいまして、新

潟地区のお客さまの従量料金単価調整は、今回より「調整ガス」のガス料金に対

して実施させていただきます。 

 

以 上 

 
＜問い合わせ先＞ 

 北陸ガス株式会社 

 総合企画グループ 担当 小出 

     TEL 025-245-2214 

 
 



＜ 別 紙＞ 

料 金 表 （平成２０年１０月～１２月） 

 

●供給約款料金（各月のご使用量に応じてＡ･Ｂ･Ｃ･Ｄいずれかの料金表が適用されます） 

現行の従量料金単価(新潟地区は調整ガス適用料金単価、長岡・三条地区は平成２０年７月～

９月適用料金単価)と比較した場合、１㎥あたり１.５３円(税込)の引上げとなります。 

なお、基準従量料金単価に対して＋５.４４円(税込)調整して料金を算定いたします。 

また、基本料金は変わりません。 

 

①新潟地区（４２.１メガジュール／㎥）                      （税込） 

 月間使用量区分 基本料金 従量料金（１㎥につき）

料金表Ａ ０㎥～１９㎥まで ５４６.００円 １２０.４６円 

料金表Ｂ １９㎥超～９９㎥まで ８１７.９５円 １０６.７８円 

料金表Ｃ ９９㎥超～３４８㎥まで ９７２.３０円 １０５.２３円 

料金表Ｄ ３４８㎥超～ ３,１３３.２０円 ９９.０２円 

 

②長岡地区（４２.５メガジュール／㎥）                      （税込） 

 月間使用量区分 基本料金 従量料金（１㎥につき）

料金表Ａ ０㎥～１９㎥まで ５４６.００円 １２１.５０円 

料金表Ｂ １９㎥超～９８㎥まで ８１７.９５円 １０７.６９円 

料金表Ｃ ９８㎥超～３４４㎥まで ９７２.３０円 １０６.１２円 

料金表Ｄ ３４４㎥超～ ３,１３３.２０円 ９９.８６円 

 

③三条地区（４２.０メガジュール／㎥）                      （税込） 

 月間使用量区分 基本料金 従量料金（１㎥につき）

料金表Ａ ０㎥～１９㎥まで ５４６.００円 １２０.２０円 

料金表Ｂ １９㎥超～９９㎥まで ８１７.９５円 １０６.５５円 

料金表Ｃ ９９㎥超～３４８㎥まで ９７２.３０円 １０５.０１円 

料金表Ｄ ３４８㎥超～ ３,１３３.２０円 ９８.８２円 

 

【ガス料金の計算式】 

1 カ月のガス料金 ＝ 基本料金＋ガス使用量×従量料金単価 

（上記計算の結果、１円未満の端数が生じた場合は端数を切り捨てます） 



標 準 家 庭 に お け る 影 響 
 

（新潟地区４２.１メガジュール／㎥の場合、税込） 

１カ月の 

ご使用量 

平成２０年１０月～ 

１２月適用料金 
調整ガス適用料金 増減額 増減率 

４６㎥ ５,７２９ 円／月 ５,６５９円／月 ７０円／月 １.２４％ 

※標準家庭とは月間のガスご使用量が４６㎥（４２.１メガジュール／㎥）のご家庭をいいます。

なお、標準家庭使用量（４６㎥）は、当社におけるご家庭１件あたり平均使用量／月（平成１

３年度～平成１７年度の５年間平均）に基づいております。 

 

お 客 さ ま へ の お 知 ら せ 
 

 原料価格につきましては、当社一般ガス供給約款に基づき、当社の本社および支社等の店頭に
おいて掲示いたします。 

 個別のお客さまには、見直し後の従量料金単価を検針時に各戸にお届けする「ガス使用量のお
知らせ(検針票)」などで、あらかじめお知らせいたします。 

 

平均原料価格と調整単位料金の算定について 
 

 
平成２０年４月～６月

原料価格 

平成２０年１月～３月

原料価格 
基準原料価格 

ＬＮＧ平均価格 

(貿易統計値) 
６２,８６０ 円／ｔ  ５８,２８０円／ｔ ４７,１３０円／ｔ

プロパン平均価格 

(貿易統計値) 
８７,９００ 円／ｔ  ９３,７９０円／ｔ ７１,６６０円／ｔ

平均原料価格 ６３,４９０ 円／ｔ  ５９,１２０円／ｔ ４７,７３０円／ｔ

 

■平均原料価格の算定 

平均原料価格＝ＬＮＧ平均価格(平成２０年４月～６月貿易統計値)×０.９８０７ 

＋プロパン平均価格（平成２０年４月～６月貿易統計値）×０.０２１０ 

＝６２,８６０円／t×０.９８０７＋８７,９００円／t×０.０２１０ 

＝６３,４９２.７０２円／t 

↓（10 円未満四捨五入） 

６３,４９０円／t 

■原料価格変動額の算定 

原料価格変動額＝平均原料価格－基準平均原料価格 

＝６３,４９０円／t－４７,７３０円／t 

＝１５,７６０円／t  ［2,390 円（調整バンド）を超えているため調整します］ 

↓（100 円未満切捨て） 

１５,７００円／t 

■調整単位料金(１㎥あたり)の算定 

調整単位料金＝基準単位料金＋０.０３３円×原料価格変動額／１００円×（１＋消費税率） 

＝基準単位料金＋０.０３３円×１５,７００円／１００円×１.０５ 

＝基準単位料金＋５.４４００５円 

↓（小数点第３位以下の端数は切り捨て） 

５.４４円／㎥ 



※原料価格変動額１００円につき従量料金単価を１㎥あたり０.０３４６５円（０.０３３円

に１.０５（１＋消費税率）を乗じた値）調整します。 

上記計算の結果、 

●基準従量料金単価に対し、１㎥あたり＋５.４４円（税込）調整します。 

●現行の従量料金単価(新潟地区は調整ガス適用料金単価、長岡・三条地区は平成２０年７月

～９月適用料金単価)と比較した場合、１㎥あたり１.５３円(税込)の引上げとなります。 

 

原料費調整 (スライド )制度の概要                   

ＬＮＧおよびプロパン原料価格の変動に応じて、３カ月ごとにガス料金の従量料金単価を

調整する制度です。 

 

①「基準平均原料価格(４７,７３０円／ｔ)」と「平均原料価格(３カ月ごとのＬＮＧお

よびプロパン平均価格(貿易統計値)により算定)」との差額に基づいて、原料価格の変

動１００円につき、１㎥あたり０.０３４６５(０.０３３×１.０５)円従量料金単価を

調整します。 

②料金の小幅かつ頻繁な調整や、大幅な変動を避けるための仕組みを設けています。 

・「平均原料価格」と「基準平均原料価格」との差額が２,３９０円(調整バンド)以内

の場合は、ガス料金の調整は行われません。 

・「平均原料価格」が７６,３７０円(上限値)を超えた場合は、「平均原料価格」を７６，

３７０円としてガス料金の調整を行います。  

③１月～３月の３カ月間の原料費変動結果を７月～９月検針分に反映します。 

４月～６月の３カ月間の原料費変動結果を１０月～１２月検針分に反映します。 

７月～９月の３カ月間の原料費変動結果を翌年１月～３月検針分に反映します。 

１０月～１２月の３カ月間の原料費変動結果を翌年４月～６月検針分に反映します。 
 


